
微粒子と核酸分子の合わせ技で最適解（配列）を得る
甲南大学 先端生命工学研究所

ベルベリンに結合する細胞内在性のRNAを獲得することに成功した。

活用例①：低分子化合物に結合するRNA配列の取得

等温滴定型カロリメトリー
による結合評価

ΔH˚ −15.0 ± 0.32 kcal M−1

ΔS˚ −22.5 ± 1.13 cal M−1 K−1

ΔG˚25 −8.31 ± 0.07 kcal M−1
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• 配列解析
• 最小結合ユニット探索

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0
-15.0

-12.0

-9.0

-6.0

-3.0

0.0

Molar Ratio

3.0

k
c
a
l 
m

o
l−
1

o
f 

in
je

c
ta

n
t

5’3’
G
AU

C
ベルベリンに結合する
RNAユニット

鋳型DNAライブラリ

トランスクリプトームRNA
に由来する配列
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天然RNA配列（トランスクリプ
トーム）固定化R-CAMPs

ベルベリン：
生薬として利用される植物に多く
含まれるアルカロイド化合物


